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愛知県下の鋳型購珪砂鉱床
（知多・篠岡　渥美地区）
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　　本邦の、重要な鋳型用珪砂の産地である，愛葡、1県下の主

要な鉱床のうち，知多珪砂・篠岡薮砂・渥美砂について，

地質お．説び鉱床と，珪砂の種々の問題について調査研究

を行なつた。この結果各鉱床の鉱床的価値，各藻砂の物

寧銚床部

趨！化遷鉾性，　さ爵？匿は今率憂の．兇通しなども明ら力温にす蟄轍

とができた。これ軽を要約すればつぎのとお夢であ難鋒

　　L　知多珪砂

　　野問砂＝第照紀更新統に属する野問麟の最．．焦部の砂層

で層厚は2～7懲．粘土分7～2鯵5含有し，砂の粒度分

布は：鵬，擁○各メッシ講にピークを有する慧種がある．

鉱物組成は石英80％，衛の紬．は長石・黒雲母・ジル灘
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地質調蓬醗月報　（第驚巻　第＄捗〉

ン彗磁鉄鉱・透購、石などである。

　内海砂・一風成砂1蓋少、獲堆横物で，嶽とんど粘1二分を1奮

象ず，粒度分布は蓋叙）メッシ溝綜ピークを有する、，

　　海辺砂1内海海1く洛場の源辺砂で風成砂に類似する。

　　海底砂1内海沿海の浅海底か鉦、サンドポンプ℃採鞭

　　するの

　　内海砂は墨殻を含有し，旛分を含むので徹底的に水

　　洗し．，輿殻を除去する。

　焦　篠岡砂

　古生麟のチャー　トが花潅耀、の接触により，　騰結鰯して

粒状牝したものである隷粒穫．卸市獄野3⇔、メツシュに副

ピークを雪薫壌）メッシ轟に強ミピークを藩ぎ嵐ノ，2叙）メッシ

識以下の微粉が多いがこれは澤ぎ英の微粉である，，鉱物組

／戎も檬とんど石1爽跨み勲・らなる。

　3．　灘i疑砂

　海岸の風成砂で，粒度分布は／論穿！（鴻各メッシ講の

ピークを壕ゴする2種がある。鉱物纐成嫉石英薪）／籔か，長

畢1羽．繍隻封その・織で蔚雪鰻殻は30メッシュ程！鷺の1大きさ

のものが嶽とんどである、、

L，緒　　欝

　鋳鰹！の造型砂には，鋳物の種類や，憲たその二乃法藍よ

ウて種々のものがあるが，もつともプ輩，かつ普通使

用されるのは珪砂である，，

　鋳物コニニ業は機械1業の酒、鍵に密接な関1，繋があるので，

遣型砂の1，藩褻もまた肇幾械董．業の消；縫に熟ジ舞される。從来

翻鱗勿二；鷲覇箋のなカズでも，プ穀に｛斑舞葦さ才むる邊諺奪蟹沙オ§，　とも

すれば軽視さ勲、た蓉わいがあウたようで蜜　このことが欧

米の鋳物工業に比してわが顛のそれの後進挫が云々され

た遠i強ともなっていたのでは1ないかと響吏られている、、

しかし近時機械工業の、撚速な発展によって，鋳物、風業も

著しく進歩したし，象たとくに遷型砂についても大いに

関心を寄せられで春た。じかし進鋼砂の地質的条件や鉱

物癒／成，　さらに鉱物癒二病業に麟因する物理イ難単的軽三質”1など

の体系的な研究は皆無であったといっても過講であるま

いo

　筆沓らはこれ熱の問題について，本邦有数の産地であ

る愛知県下の知多地区をは膿め，篠岡地区・渥翼地区な

どの珪砂鉱床の，地質学的・鉱物学鱒1鑑研究を行なったの

愛知繕下紅は，　さら・に瀬戸地区，三河地区などにむいで

も造型砂の産出があるが，これらについては別の機会に

ゆずることとする⇔

　この灘査研究の推進にあたり窒現地に訟いて種々硬宜

を供与きれ洗関係各社の各位続対し，窟た有益な助ガを

覆いた大i製鋳燃K謹乱の1、3橋技師長をはじめ研究部の

各位に，深甚の謝ノ．裟を表する次粥である，，

　蜜た知多半お，妻の地質について，とくに野問層の鷹1位学

的諸間題については，ヨ1所名古屋駐在1崩

に負う所が多い，、記して感謝の意を表する次第である。

窯．籍地難め珪砂の特長森剥用状況

　鋳物用造型砂に関する詳細は，地質二拙一ス　鈴2秀

（浅9乏～3一嘘）を参照願うこととし，ここでは，愛知県下の

本城でのべる各顯勲）珪砂の糊靴，利用状況の櫛邸

つ▽為璃ぐの〆叉るo

　（1美）蜘・多鑑砂　一般に知多珪砂と呼ぼれるものは，知

多半揚に産する珪砂で，大別すれば野間砂と内海砂とな

り，内海砂隷さら麺細分される“，

　　i）矯問砂1知多畢、嚇の野問地区には，第礪紀更新

　統に属する野間層が広く分布する。野問砂はこの野間

　層の叢法部の砂層で・，若干の粘土分数1有するので，
　　　　　　きぴえ
　主として生型月3，一部は粉砕して銅’満蓋ノ得力どに供さ

　矛しているぐ）

　　2）　内海砂1一般に内禅蕪砂と称されるものにはつぎ

　の3つがある。

　　　i、　風成砂二海封に吹、Lげられた一種の砂．翫で夢

　　蜘おむね淘汰もよく，一般に合成砂などとして主ど
　　　　をか
　　して中噂用紅響欝1難されている、、

　　　な、むこの種の球砂は，嬢殻，塩分を含有するので，

　　徹底的に水選し，環潔の分離もある程度行ない，乾

　　燥のろえ利用されるむ

　　　鳳　海辺砂1内海の海オく浴場の海辺でシ奪喚蒲外に

　　採取されているが，用途や処理は嵐と同じである．

　　　蚤　海底砂昇勺海…一鷺間間の沿侮の，水深　扮雛

　　削後までの海底から酵サンドポンプで採取し盤運搬

　　船で須佐港に陸上り妬，野間鑓二場に運び，前記乱

　　と同じ．方法によって処理する。

　（嚢）篠岡蛙砂　古生／馨紛チャートが，花醐岩の影響を

うけて粒状化したものであるが，粒贋はやや細かい．採

擁、／」砂轍，主として瀬戸地区の工場に運び，水選分級を

行なって，シェルモールド用および灘一テゲトサンド用

などに綿／メ報さ勲。ている力叢，‘歩瑠りはかなり｛域い。

　（諺）　濾、美鐸沙　内詳驚砂の輝U戎砂と．全く1司じものである。

諺．知多珪砂

　菰茎　位置および交通

　愛知県の知多半島申南部西海麟祠近にイ羅二1し，知多郡

美浜鱒，内海町にわたる⇔

　採掘地醤近には嶺古爆市からバスの1甕があるが，麟砂

の搬路としては，申」滋区へは知多街遊，半1珊欝、罎癒ど

を利用してトラック輸送をしている，，その他の地区へ

は，盛三とL．て1河和港よ夢海＿iづ1覇送を行なっている難
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愛知鼠下の鋳型用珪砂鉱床隻知多・篠岡・灘美地区）（山田蕉春・小泉久藏・井、1秀雄）
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地質調査暫　1報　（第掲巻　第藝摯）

　毒講地　　質

　知多半島の地質紅ついては，古くか爵墾くの研究があ

るが，いわゆる野問層紅ついでの膨えノyには多くの変遷

があった．すなわち，胃く申村新太鄭は，海棲化石の産

出を詑載して，古期洪積層とし、たが，その後小瀬知，捨

（搬29）は，第三紀鮮新統の常滑帰．群の一員として，本層

を下部常滑層と、熱部常滑層の申問のもの噂あるとし，野

問貝層と呼んだ¢蝦近範いたつて近螺　幹教（獄薫）は，

古生物学的，耀位摩駒研究の結果，常滑層とは明らかな

不整含関係にあるごとを認め，さもに産出乾石の研究な

どか蝋／奪して堆積環境を究明し，その地質時代は璽新

統紅属するものであることを明らかにした、、

　筆難ものこの研究は，その熱杓が珪砂鉱床にあるため，

本地区の地質の層位学的，古一1去物学的諸闘題にはふれず，

瞬項では近勝轍の考え方匿立脚してのべる。

　本地区の地質は，篤！図の地籔図紅示したが，これは

近藤善教の資料をもとに，若干の筆者らの修ll郵三を加えた

ものである，，

　地質の概要をのべれば，胤躍ド部より第三紀中新統の知多

層群，鮮新統の常滑層群，更新統の野間層および砂丘，

神積層からなる唱、，

　知多層群は，購問一内扇地区の南部に分布するやや凝

灰質の雲尼髪1で，館1多∫馨翼麟嚢、、1ゴ粥の内漢灘擬に弄舞慧するとさ才し

ている。岩質は竪硬で暗灰色を呈し，贋理もお撫むね明

瞭であるが，一産出化石より中新統中部に／、蝿するといわれ

ているく）

　常滑層群には，下部より．．班：麟と鬼崎層がある。豊。丘

層は野問地区南部観広く分布し，、蕪：陵地をなすこと力多

晒。本層は礫層を主とし，その他砂層，とくに、上部では

叢～鷺懲　のシノレu響を鋏在づ鵬ること力薫多いぐ，｛礫／，、｝はで　セ

層のチャートの礫を多く含有し，その他砂岩・泥岩・凝

灰岩などの礫もあるが，これ疹は知多層群由来のもので

あろう，，鬼崎瀬は豊匪欝撫整含に覆い，野聞地区に広く

分布するが，とくに東都では優勢である。本層はシルト

層，砂屑を主とし，一糊／では亜炭の薦／l響を挾有するが，

さら紅凝灰岩層麟翻まれる。これらの常滑層群は，全般

に水平層に近いが，傾向としてはおおむね葉一北東に緩

傾斜している、、

　野間層は，野問地区の海抜鐙漁内外以．熱の癒陵地帯

にのみ，難ぼ水平に分布するが，分布範囲は東西約3

k憩，南北約腿螢鉱であるの本麟は，下部の第藁三紀層とは

明らかに不整1、1関係にあり，層厚は数～30鵜と考えら

れて“るが，さらに㎜1二，申，下の3部層に分類されてい

る。このうち，いわゆ唱る野問砂駐、て利用されているの

は＿ヒ部層櫛砂層である、，野間麟については，層泣学的・

宵生物学的研環力多いことは前述じた、、レたがつで問題

点も多いが，本項ではその概略のみについてのべ，上部

層観ついては，鉱床および珪砂の項でそグ）組成や鉱物学

濁諸問題紅ついてくわしくのべる，，

　下部層は普通主として中～粗粒の砂からな蓼，層厚は

茎～｛3凱である．南部では砂礫質となり，蓋た部分的に

はシル1・質となる所もある。本層には貝化石が含窟れる

こ義が多く，また下位め第蕉系との境界爾はやや不明瞭

である、近藤善教によれば，野問層の堆積初期の環境は，

入江性の水域瞭，しかも近くに汽水性潟湖裂たは河口の

存在が考えられるという。

　中部層はおおむねシルトまたは砂質のシルトを主とし，

層／．はトS撚と考えられる、，野問台地の西および南縁

では，青灰～黄鶴色のシルトが優勢で，しばしぼ多量の

灘師小僧を含蒋するが，これは野問の東台地，上野間一一

奥ll附近が特に顕著である。本麟は，野間一内扇地区の，

いわゆる野間地区の爾縁では知多層群に直接接してい

る，，全般に璽炭の礫や貝化石を含有することがあるが，

その他松かさの化揖も産する。なお1弘着師小僧は一般に海

成層にはデ群巻しないと考えられているの噂，本層の堆積

環境は潟湖と考えられる，，

　上部層は野閥地区の丘陵地帯に広く分布し，内扇地区

などでは鷹接知多層群に，北部および東部地区噂は常滑

層群に接する。層厚はおおむね砂層が5螢前後嶽でと

推足され，掬汰の良好な砂層を搬とし，上部では2鵬

醜後の礫麟に覆われたり，また漸移したりするが，下部で

は第』系に薩接接するときには轟、底部に礫層を伴なう，，

　騒講　野間膚の堆積繋境

　野間層の基底面の構造と，その堆積環境については近

藤暑，教の詳細な研究がある．この研究結果を基礎にし

て，野問麟の堆積環境をつぎに述べる、

　野閲層堆積前に鉾豊丘層と鬼崎層はかなりの侵蝕をう

け，野問台地の南縁では北西方に、慧、饗、’／して高麿差は約

4（）蓬簑，その他で穏1おおむね璽獅～野馨聾雪方向に糸嚢傾斜をなし

ていた．淘進の開始とともにはじま1った下部層の堆積

は，棊底面の高度に密接な関係があった。すなわち基底

醸　度20拠以下疑）斜面には下部砂層が割鍛厚く堆積

し，2（〉一鱒驚のとごろでは薄くなり，25m内外以．ヒに

は下部砂層を欠糞，申部層，または．1二部層が第三系に直

接接する場合が多い。

　蜀問層の堆横は，第蹴系の侵蝕起伏面に対し，西から

東へ向かって行なわれ，初期の海進は河谷轍沿つて基底

　凄度器雛内外に1及び，下部層を堆積した。そしてイヒ石

群からみて，堆積騰　暑は強内湾浅海性であったと考えら

れる．続いて堆横した中部層は，野問台地の繊縁に分布

する諜麟（シルの申に高師小／懸訂を多く含むことから，

入口の狭い海岸沿いの汽水性潟湖に堆積したものと推定

喋一（4擁）
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で鳶るが，奥田貝層などで局部的には強内湾憾化石群を

産するので，この時期には再び海進が進み，取縞水位は

漸了よりはるかに轡1露・したものと、蟹、われ，る驚ついや内湾の・

奥の浅海部で比較的静穏な環境のもと1・こ．ヒ部砂騰が轍積

した。海進の最高水位は，5（）騰内外紅及んだと思われ

るが，窟たξ沙1欝の総湖1が1礫層に1斬議多L、ていることや磐蓑馨

化石などから，野閥面の海退過程において，かな静の期

閲，浅海藪たは干潟の状態におかれたようである、，

　鼠曇畦砂鉱床
　知多珪砂は，野問砂・内海砂に大別憲れ，さらに内海

砂には風成砂・海辺砂および内海沿海の浅海の海底砂が

あることなどについてはすでに述べた．これらおのおの

の鉱床についてのべる．

　凱盛講　野問砂

　野間砂は，更新統野1三削麟の、、ヒ部麟をなす砂籍で，野問

台地のやや1，募所に広く分布し，呼1部騰（シノレト／欝♪を整

　圭に覆う場禽が多いが，台地の嗣部地薩1では第三系に直

接接する。

　地域内では爵いたる所で採掘され蓑その数は40ヵ所

以上に及ぶ沿地区的にみれぼ，狸1．ゑい奥購・杉谷鼠1地区

などが砂質もよく，かつ立地条件に恵豪れて従来よ診趣

かんに採掘されたが，排土の多い上野問地区も最近では

さかんに稼行されるようになってきている輪

　野問砂の傾同としては，南部籔ど粒度も凝ろ》層1，蓑鴎

優勢で，北部ほどやや劣勢となひていること，繭部では

イ沙麟が」二，中，p下の3／曽にll欝らかにチシ喉黙で嚢るが睾51ヒニ部

で・はこの分茎簿が不明瞬葺ダむ，　下部ほど藩覇かくなっており，

また地域中部では東側台地賦）方が優勢で響西側の海岸に

近い酸ど劣勢となっていることなどがあげられる。

　つぎに各地区1鴫ついてのべる．

　台地南部地区の狸i、しい輿田・杉谷山などが優勢な賦存

帯であることは前述したが，働．i4地区では，中層のやや

粗粒の砂層を挾んで，粒度によって舞おむね3層に分け

られ，さらにこの上部籔L～3獄の外観やや赤褐色を呈

する砂層がある。看穿七地区ではこ才しが／享さ　s（）“纂以、ヒ

で，さらに礫質となるΩ狸μ．1では　ヒ層L烹一1護撚，申層

撚～2，藤／，下層！，8～烈mで，下限は礫層である，，竹

七地区・内扇地区では，この中層の粗粒の砂を欠毒， 全

般に均質で層厚はいずれも3～S撒に達するが，下限は

やはり礫層となる。

　　奥1．1三1地区では，野間砂の層厚は普通！～3撒程度であ

　るが，層厚が厚くなるにしたがウて，やはり野問砂麟の

中闘部に2〔）～鵜C糠程度の粗粒の砂麟を／ダぐんで，上，

下層に分かれるが，これは鷹い所で6（簡撚籔遷し，チ

　ャートの小礫を混えることがある，，地区内では瓢採勤、、場

付近が，均質で麟厚も摩導もっとも優勢で，上麟2～3瓢，

下麟欝～4mに達・する。本地区では里予間砂1麟の．．紅部の￥沙層

は全般に赤褐色を呈し，砂質で時に小礫を混ずる程壌トで

あるが，一一部ではかなり礫が多くなっている所もある，，

　杉谷1、Ll地区の鋤間砂麟も輿田地区におおむね類似L・

て，　　1二二部より呼著粒砂；を1融とする 憂麟、申問の聡雛砂噌瞬

粒砂を離とする　i繍となっているが，　1ヨ藪がもっとも優

勢でl　l慧一二｝壽mに．及ぶことがある．な麿野間砂層の

．、1祁の砂層は赤編色㊧砂質物を／隷し，時に小礫を混え

るが貰かな参看少礫繋柔となる簡1幹もある、、

　、雛1難問地区では，野問砂麟i都の赤褐色砂が，かなり

礫ノ戴となウて灘おむね鷺舞礫鍵1を≡慧とするが，　欝しく践．ぎ厚

を増し，2購以上に及ぶことも多い窃また／欄三的藍この

下至郭に花騰質砂1鳶覧が存厳三することがある，，このゴ也区㌘は

野問砂は，一 ・般に｛下多羅ほど牽田粒と獄爆鑛ll！彗があり，麟厚

は、L部のやや粗粒砂が（1蔭～L婁撚字補1部の糸購粒砂が黎藤

以、難得騰することが多い、、

　翫　魂　慧　　1内録毎脊少

　一・般に内海砂と称されるものに浮風成砂・濠垂辺砂・浅

海の海底砂の乏き種があることはすで猷のべた。これらの

よむのおのについ“てつぎ紅グ1）♂叉る。，

　1）　／蝋／蛇ギ沙

　これはすで紅のべたよ磐ぐ海撰近くの砂丘をなすもの

で，1嬬灘1玄7窮糎藁から鏡敢さ才したといわれるが多かって

砂中から蒼銭や人骨が出たとのことで，その堆積時期は

徳川幕1脅揖 1期夏三乏前と考えられている，，

　本地区の風成砂は，第三系知多麟群の頁岩の上薪d懸積

したもので，産地に緯1小野浦葦幾墜二爵学校裏地区壽愚峰地

区，大泊地区などがあるが，現在稼行惑れている磯は，

小野濾地区のみで，その他雛校鱗瞬地区，蕩峰地区などで

聚、蒙に少嚢採取溢れて㌢噸紅すぎない，、

　ノ／野浦蓬趨撚1は，　この稲業のものでは周巖壽磁1煮内でもつと

もプくきく，　その暴幕番莫は1海∫iヒ華勺7（h難，嚇錐鷺濠勺3（X）箕1（7）華簸

囲に，高低蘇大郷騰にわたひて堆積して嚢り評現在

さかん紅採取されている。

　蕪蟹交、鐡地区では爵嶽ぼ雨北に約　乳〔）（1雛鱈わたって堆

積しており，かつズサンドスキー場とuて知られガごも㊨

である、、現濃1甑とんど採取掛みで，　ときに少、縫の…唱荷を・

諾弄るに壌胤ぎない暴

　　轟峰地区では，海岸の遵路と東鰯の丘i楼i・の問の凹地に，

潭さ　乏3鷺内外にわたって報積レズお！匹税誰三一偽部で採

取されているにすぎない。かつては海岸線まで／采鞭され

　たようで舜あ愚。

　　た泊イ拶も海毒i壷紅》、たるまで／采取され鳶．ようであるが酵

い窟では甑とんど採取ずみである，，

　　2）　海タ鰹砂

　　この種の・も轍囎，内海海水浴嚇の1髄で採鞭さ1・1！ぐ

鼎一（4焦5〉



　　地質調査、轡端報　（篤綿巻第蔀号）
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法紅よって種々の規格がある。、、し．かし藁要なことはあく

までも耐熱性，通気性，造型性，崩壊性の4大要素である纂

　本項では磐これ藤猷ついて，造型砂としての各種の研

究を行なった結果についでのべる。

　鉱魏置　組成と粒度分布

　本地区の各種の珪砂び）継成と粒度分布の試験結墨は簗

1二表および舞夢2～4i滋1にi灘力鳶されている“

　これによって明ら｝かなように，野i繍瞬こは7～絡貰》F，

多い所’で20％前後の粘土分を含有するが，内海砂には

いずれもほとんど粘』、ヒ分を含まない，，これは砂の成［灘と

分布状態かむみて当然のことであろう。

　つぎに肇沙分の粒度の…般傾1萌について謂界れぼ，　野鵠弊沙

より内～纏翼沙の1方が1欝く雲内漢露沙のなカズでは小饗予潅ぎぞ沙・言毎

底砂がもつとも粗い，》

　野問砂の粒度分布の特畏としては，60メソシ講紅ピー

クを有するもの1例を除い胤◎　おおむね顯（）メッシ講

にピークを有する毛の，擁〔）メッシ嵩にビrクを有する

ものの2案璽にソ噸甥／すること爵纂で糞るが筆いず承しも以）（）

メッシ嵩に副ピークを持つ場合が多い，，試験試料が限ら

れ。ているので憐断定はできないがン傾向としては舞雛薄に
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のが！属づ嚇るということが琳鶯きる、，し、かし内浮購沙はかなり

粒度が細かく，鶏○メツシ誌に』ビークを有し，奥田地区

のものに嚢嚢｛以書［ることは，餐建錫蔓より幸毎裏鰻イ沙』およ1びこ牽しをぐ

糞嚢するものはかなり素1 ／いと考え錫れていた概念をこ反する

、藍で注爲に薩するq

　さら緯造型砂として鞭要な条件に，鋳込みの際高灘に

おいても粒度に変イヒを煮無じないこおがある，、一＾般穣：は花

騰質で，揮発質物質を禽有する石英を主とするものは，

趨海1において破1裂して粒度が灘1かくなる傾向が凝漕），　こ

の性質の麟著なものは造型砂とL．て適婁1でない，、この問

題を明むか紅するため猷警蕪欺）℃に聯分匿1急熱乳、、，再

び粒度分布を検討’したのが舞響3．表である。、簸者らは襲加

熱繭の粒度分布はタイラー一簾を，加熱後の粒度分布は」．

L　S．　簾を簿灘したため，藏接比較することはできなか
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が織とんどないか，または幾分細かい方に変イヒするもの

が3試琴醤（N甑黛努4鮮7〉　あるのに1対し．，その他の試料

鞍

惹｝

嘉L

L．

　　　　　〆、’1金一ノ’、’　　　　毒

　　　　　　　　　　　旨
　　　　　　　　　，’い
　　　　　　　　　／ハ
　　　　　　　　ムゾ1＼

　　　　　　，，4M＼

　　　．．！〆　　　 ’
、
敵

／／　　　へ
』／　　　　題

，癖

議プ

廠ノ

、〉～ヲこ、ヌ

ご！．ダ

し羅

　　　　
L、一r　・　膿凱

　爵3
誉嚢、難　　 （［聾睡）

〆〆／｛気一7’

ご議’

蔚ご 荒：輝

ε！

　　　　　　　　　毒

　　　　　　　　嫉

　　　　　　　　、癖

嚢3　　　　　　　　農3　　　　　　　 《鷺ノ

藩憲函窯　　（蒲螢》

鱗藝麟

7一（ば犠7〉



地鷺調査辮ナ三1報　（第猫巻　篤暮号）

7伊

　㌧欝』
灘

殺

｛％〉

　3農

・斎

ノ訊

～3

ノ鍵

磐ひ

♂拶一

，5雛

〆、ノ嶽・ぜ、ノ

（驚／
3拶

ぞo

／が・

蘇L

　　　　　　　　　　　　　　《

　　　　　　　　　　　　　／　麸

　　　　　　　　　　　／コ援

講5梱　　　　　ご麗　　　　　　‘写　　　　　　0ど　　　　　　甜　　一窃猫ソ

　　　　　　　　第7図
　　　　　〆／、、如ザノノ

　　　　　＼　　　　　　　　　　　　罵1熱融
　　　　　、
　　　　　＼　　　　　　　　　一一一　驚熱幾
　　　　　　＼
　　　　　　　＼＼

　　　　　　　＼

　＿＿　　
、
、

　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　　、～
　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　、仰脚一脚　岬
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　瞥｛｝㎜一翰　　｛～ザー　　　　　　　　一　騙　一畢
　欝　　　　　潔　　　　　灘　　　　　凄　　　　　惹ノ

　㌧灘・

分

農

　説卸（熱

却

ノθ

ご晦吠勢

粒農　　（ゼ購D

講8網

　　　　　　　．△／ヘ
　　　　　　　　キメ　　　　　　／／＼
　　　　　／／　＼ノ／ノ、、

　　　　／　　　　　㌧〆
　　　　ゆ　　　／／　　　　　　　　　　　～
　　／〆
／
／　　　　　　　　　　　　　壕、

　　　畜5　　　　　　設4　　　　　　爵3　　　　　　　‘22　　　　　　猷ノ

　　　　　　　　　　瀧蔑　　　1撒餓＞

　　　　　　　　　　第嚢麟

ではいずれも幾分粗い方に変化しているという興味ある

事実があることである、、理論的に考えて，廠つたく逆の

現象でこ磯原因については，種瀞の可能性を考えること

が噂憲るが，他の産地の珪砂についても充分検討してか

ら再び検討レたい。

　菰翫灘　鉱物組成と化学成分

　珪砂の鉱物組成について，顕微鏡観察の結果をのべれ

ばつぎの通りである、

　野間砂は，地区別に詳述すれば，、1還予問などの北部地

区では，8⇔％前後の石英と長石の飽少黛の黒雲母・ジル

羅ン・緑泥石などか薮）な夢，奥田地区付近から北の申部

地区で捻，60～捲％礎）石英と長石の籔か少量の黒雲母・

ジルコン・角閃石・輝石・磁鉄鉱・緑泥石などからなり

狸由・内扇などの南部地区では，70～80％の石英・長石

¢）蝶か少量の黒雲母・　　　讐透輝石“・ジル濃ン・磁鉄鉱

・緑泥石などからなっている。これらを総合して地区別

の成分の傾向をうかがえぼ，北部地区では不純分が，か

なり少なく，石英粒はやや粗く，含有量も幾分多いこと，

申部地区ではジル澱ンや黒雲母の含有量がやや多くなっ

ているこ二と，　f菊葡3地1烈では福i曳余豫長石ンゆζやや多く，　石英毫立

の周辺に褐鉄鉱の汚染がやや多くなっていることなどが

あげられる。野問砂め石英についてみれば，玄れに片状

をなすものもあるが，懸とんど粒状の石英からな参，そ

の他微細な石英がかなり含窟れ，ときには5Q％庭達す

ることもあ愚。雛れが粒度分布の項でのべた翻ビークを

なすものであろう．甕た全般に石菓粒の周辺が褐鉄鉱の

汚染をうけているごとがあるが，南部地区のものが，や

や多く汚染し．ている傾向のあることは前述した、，

　内海砂についてみれぱつぎの通りである．

　風成砂は小野浦地区を例にとれば，おおむね粒状をな

す石英約80％と長石の懸か，少量の黒雲母・透輝石・

緑泥饗・絹雲母などからなる，，石英は微細なものは少な

く，また長石には幾分の微斜幾署が奮載れる．海辺砂は，

8（）％賄後の粒状の石英と長石の籔か，少量の憩閃石・透

輝石・ジルコン・磁鉄鉱からなり，海底砂は，80％前後

の粒状の有英と長石の酸か少量の透輝石・紫蘇輝石・角

1父1石・　　　：・緑灘墨y・ノレチーノレからなる。

　内海砂の傾向としては，風威破紅は微斜長石が幾分存

在すること，海辺砂には斜憂石が幾分多くみ賄れで黒雲

母が少ないこと，海底砂には，ルチールや角閃石を含有

することなどがあげられる。

　　　　　　知多珪砂のピークの粒1蔓1紅おける鉱物組成
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が，全般の傾麹1としてぐ意1かなり粒／蔓が細かい，，

　チャー1・を変質の程度翼よって，一応宋変質のチャー

ト，軟質チャート，変質チャー一1・の3種戴分類した。こ

れらを鏡下紅観察すれぱ，この願／茎に従って石英の蒋結

晶度が進ん℃粗粒となっている、、変質チャートでは，粒

問に微細な石－英の癒か，絹雲母や緑泥石様の鉱物が微量

みとめられる崇艦れは長野県下などの嗣型の鉱床につい

て顕著にみられる傾肉と変らない．譲た本地区では，と

憲魏水酸化鉄やツンガン威）酸北物を少量伴なう帯がみら

れ魏
　本地区に嚢いでみむれる特長としては，鉱床の分布地

帯が必ずしも花騰攣汐）分布と一一致しないことで，地区内

では｝癒曲を三／三陵とする1．1、1陵の南側の，しかも申央部に集

中Lて胚胎レ夢1、！著陵の北郷では花轡蠣はづ♪布するが壽鉱

床はみとめられない，、このことは，この変質作用の機構

が，複雑な条件のもとに行なわれたことを暗承するもの

で，必ずしもチャー1・と花醐器の接触都にζのような変

質潜筆ノ習がヂテなわれ，るとは限らないので・あろう、、

　地区内の各採掘場の詳細捻，篤12一欝図の各鉱床麩1

に示した。

　姦諜珪砂
　翫墨謹　組成と粒慶分布

　篠岡珪砂の組成と粒慶分布の試験結果は，第S表，第

憩図に示し，濠た傾晦を知るために第鷲図（葱，2）む

志び一部は第．23図に図示した。これらによって明らか

なように，水簸によって分けられた，いわゆる粘土分な

愚ものがかなりあり，　なかには5（＞タ姦を1磁博川も¢）もある。

しかしこれも轍とんどは，微細な石英であることはあと

でのべる（、

　イ沙分¢）粒ノ斐分職ぎを・み・る紅夕s．Kユ多s．8註（鐸ぎ23図）唱

のような，かな診粗いもの蜘よび漁N鴎（篤算一4図）

を除いた撤かは，甑とんどがレ給メッシュおよび25e

メッシ藷紅ビ帥クを有鉱、，30．メッシュにもピー一クがみ

ら才しる。雛敏鴇とすると鳶は2獣）メッシ灘、のビークのもの

は除去されているようなので，篠岡珪砂として利用され

ている綻）は三註として三4（）メッシュの毛ゴークのもの’で“あ

る。　し鳶ズ翼ってこのメッシ篇．にこ鉛身する実説翼藩鐸譲　窯○～3（）

％程度の低塾もの老考えられる，、

　つぎ紅加熱による粒度！分布のi変化紅ついての試験結果

からみとめられる甥らかな事実についてのべるひ（第｛1

、表，第綿，錦撃2（／巌），，繭述し．たように，盤、三の珪砂の粒

度分布にも，粗いものと細かいものの2種があっ驚が，

この凝気いもの（s、K、倒，蝕s、！）雄，加熱によって粒蒸鷺

分布がいく分細かくなっており，蜜た8、N6轍独特の

粒度の変化を示しているが，その地の細かくで，粒度分

布の傾幽がi司じであるものはすべで，S，1縫．2　に代表さ
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講では，石英および黒雲一母がA、1よりやや多くなるほ

かは薮鉦んど変らない。

　加熱試験を行なウた試料を鏡下に観察すれば，やはり

少量の赤鉄鉱の生成がみとめられる，，牝学成分は笛7表

にガぐ乳．た。傾向としては内濃繋沙に｛以るが，F尚（）s，M嘉o，

Cξ沿などが，いずれもやや多いよ弓である，，，

蝋　結　　語

　以上愛知県下ク）主饗な鋳型用縫砂鉱床であ鵜知多珪

砂・篠岡琉砂・渥美砂についで，そ郭らの地質および鉱

床と，珪砂の種々の問題についてくわレく述べた。この

結果，各鉱床の鉱床的価値，今後の見通し，さら轍各珪

砂の物理性・化学性などを明らか紅することができた，，

　　　　　　　　蝋然予想される機械工業の今後の発

展に沿って，さらに重要視されるであろう。したがやて

畢期にわが国のこの種の盗源の量と質を安定させ，輸入

銭砂の問題を含めて，自長期的な．兇通しを確立せねばなら

ない，，

　愛知県下のこれらの鉱床も，野閥砂については，量に

ついての問題，篠岡珪砂観ついでは質の間題，内海砂お

よび渥美砂については開発続関する鉱業行政、。Lの間題な

ど，当1漸の購1題もi多いといわねばならない．
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